
　

■水無月

No164.2026(Ｒ8)年1月25日

〔編集・発行〕

パストラール尼崎

尼崎市潮江１丁目１０-２

Tel. 06-6493-0521

Fax.０6-6493-0301

発行責任者：竹田 憲之

２

月

如

月
パストラール尼崎

◆
二
月
の
歳
時
記
◆

『
国
内
初
の
電
車
、
京
都
を
走
る
』

明
治
二
十
八
年
二
月
一
日
、
国
内
初
の
電
車
が
京
都
を
走
り
ま
し
た
。
京
都

と
い
え
ば
伝
統
文
化
が
今
も
脈
々
と
息
づ
い
て
い
る
街
で
す
が
、
そ
の
歴
史
を

辿
る
と
、
イ
メ
ー
ジ
と
か
け
離
れ
た
「
京
都
人
」
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
さ
に
驚
く

事
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
あ
の
古
刹
、
南
禅
寺
の
境
内
を
貫
く
ロ
ー
マ
風
の
「
水

路
閣
」
は
代
表
的
で
す
が
、
明
治
に
入
り
、
天
皇
が
去
り
元
気
を
失
く
し
た
京

都
を
「
遷
都
に
よ
っ
て
寂
れ
た
第
二
の
奈
良
に
す
る
な
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

下
、
様
々
な
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
す
。
そ
の
中
の
ひ
と
つ
、
国
内
初
の
電
車
に

湧
く
当
時
の
京
都
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

『
二
月
一
日
、
数
十
発
の
花
火
を
合
図
に
日
本
最
初
の
市
街
電
車
が
走
り
出

し
た
。
雨
に
も
拘
ら
ず
乗
客
が
長
蛇
の
列
を
作
り
二
台
の
電
車
が
伏
見
・
京
都

間
を
往
復
。
沿
道
に
は
国
旗
が
は
た
め
き
多
く
の
見
物
客
が
詰
め
か
け
た
。
電

車
の
速
度
は
駆
け
足
程
度
だ
っ
た
が
、
座
席
は
ビ
ロ
ー
ド
製
で
五
個
の
電
灯
が

輝
い
て
い
た
。
た
だ
運
転
台
は
む
き
出
し
で
雨
の
日
な
ど
大
変
だ
っ
た
よ
う
だ
。

モ
ー
タ
ー
は
オ
ー
バ
ー
ヒ
ー
ト
し
や
す
く
真
夏
に
は
作
業
員
が
団
扇
で
扇
い
だ
。

ま
た
送
電
は
京
都
の
蹴
上
水
力
発
電
所
か
ら
だ
っ
た
が
、
天
候
悪
化
や
故
障
で

よ
く
運
休
し
た
』
当
時
の
人
々
の
興
奮
や
困
惑
し
た
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す

が
、
何
よ
り
驚
い
た
記
述
が
あ
っ
た
の
で
併
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

『
乗
務
員
は
運
転
士
、
車
掌
、
そ
し
て
「
先
走
り
」
と
い
わ
れ
た
少
年
が
い
た
。

年
齢
は
十
二
歳
～
十
五
歳
。
お
揃
い
の
法
被
を
着
た
先
走
り
の
仕
事
は
事
故
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に
注
意
を
促
す
事
。
そ
の
方
法
は
路
面
電
車
の
九
メ
ー
ト
ル

先
を
、
昼
間
は
赤
旗
を
振
っ
て
、
夜
間
は
赤
ち
ょ
う
ち
ん
を
持
っ
て
走
る
と
い

う
も
の
だ
っ
た
。
先
走
り
は
路
面
電
車
が
人
通
り
の
多
い
区
間
に
差
し
掛
か
る

と
、
赤
い
旗
を
手
に
電
車
か
ら
飛
び
降
り
て
走
り
出
す
。

「
電
車
が
き
ま
っ
せ
ー
！

危
（
あ
ぶ
）
の
お
ま
っ
せ
ー
！
」

こ
う
叫
び
、
区
間
が
過
ぎ
る
と
ま
た
電
車
に
飛
び
乗
り
次
の
場
所
ま
で
待
機
。

危
険
な
橋
の
上
は
も
ち
ろ
ん
、
夜
間
は
赤
ち
ょ
う
ち
ん
を
手
に
「
全
区
間
」
車

両
の
前
を
走
っ
た
。
雨
の
日
に
は
土
の
道
路
で
法
被
は
泥
ま
み
れ
、
夏
は
汗
だ

く
、
冬
は
鼻
水
を
垂
ら
し
走
る
先
走
り
の
仕
事
は
過
酷
を
極
め
、
時
に
は
電
車

に
轢
か
れ
る
痛
ま
し
い
事
故
も
あ
っ
た
。
掲
載
の
写
真
に
は
、
雑
踏
の
中
、
電

車
の
前
を
走
る
少
年
（
中
立
売
七
本
松
付
近
）
が
写
っ
て
い
ま
す
。
の
ち
に
取

材
し
た
作
家
の
鳥
越
氏
に
よ
る
と
、
殆
ど
の
先
走
り
経
験
者
は
口
を
閉
ざ
し
取

材
に
応
じ
な
か
っ
た
と
か
。
こ
の
制
度
は
十
年
ほ
ど
で
姿
を
消
し
ま
す
。
国
内

初
と
い
う
ル
ー
ル
作
り
の
中
で
起
こ
っ
た
ひ
ず
み
の
様
な
制
度
は
後
に
も
先
に

も
〝
京
都
〟
だ
け
で
し
た
。

麦汁の香り、今も記憶に・・・
パストラールシニア大学

令和７年度

第９回

・日時：２月２０日（金）１４時
講師

カンサイ塗装工業(株)日之出塗装工業(株)

代表取締役 草刈 健太郎 氏

今年度も多彩な講師をお迎えし、充実した内容でお

届けしています。講師陣からその受講姿勢を絶賛さ

れている皆さま。今年度も是非ご参加下さい。

＊毎回フロントにお申込み下さい。

＊当日は、学生証も忘れずに！

≪神戸新聞より≫昭和から平成にかけたＪＲ尼崎界隈は別

世界だった。工場の煙突が煙を吐き、労働者が行き交う。

周辺には多くの個人商店、少し離れると昔ながらの長屋

が密集する下町があった。ひときわ目立つ「キリンビー

ル」の大看板。２７０００㎡の広大な敷地を持つ「キリ

ンビール尼崎工場」がそこにあった。ビールの瓶詰め担

当だった永田さんは、工場内の独身寮に住んでいた。広

い敷地内は自転車で移動。醸造や品質管理などの建物が

ひしめき、迷子になる事も。「尼崎駅に着くと、麦汁の

独特な匂いがして『帰ってきたな』と感じた」と懐かし

む。また 同工場は地域の住民らに落語やコンサートな

どを楽しんでもらおうと「麒麟亭」を開催。阪神・淡路

大震災では被災者に飲料水を提供し、工場内の浴場も開

放した。清涼飲料水の製造を担った中本さんは、工場の

門の近くには古い居酒屋がいくつもあり、仕事終わりの

顔見知りや住民であふれていた。「銘柄は、もちろんキ

リンビール」と笑う。今や住みやすい街Ｎｏ１など脚光

を浴びるＪＲ尼崎界隈。最後に記者がこんな文章で結ん

でいます。「まちの発展は喜ばしい。ただ住民が助け合

う下町だったことも地域の一つの歴史。その中心にキリ

ンビールの工場があったんだと思う。新しい住人にも、

この土地に労働者の汗とビールの香りが染み込んでいる

ことを知ってほしいと思っている。」

『おまえの親になったるで！』

「なんで妹を殺害された俺が…」被害

者遺族でありながら、加害者の更生支

援を始めた草刈氏。裏切られる事は日

常茶飯事。加害者と 被害者の間で揺

れながら、心を鬼に、仏にして…壮絶

な日々。なぜ、草刈氏は手を差し伸べ

る事を諦めないのか…。


